
完成に寄せて　株式会社シーアールイー

陸海空へのアクセスに優れた施設

設計コンセプト
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ロジスクエア名古屋みなと　完成
（９） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　１月１３日　（火曜日）

　名古屋市港区で開発を進めてき
た大型物流施設「ロジスクエア名
古屋みなと」がこのたび、完成い
たしました。竣工に先立ち複数の
テナント企業と賃貸借について合
意済です。新東名高速道路・新名
神高速道路を通じて、中部圏のみ
ならず東日本・西日本への広域配
送拠点となるほか、港湾、空港を
生かした輸出入貨物輸送にも適し
ています。
　開発地は湾岸部に位置し、周辺
に工場が立ち並ぶ時間操業可能
な工業専用地域です。名古屋市内
中心部まで約㎞、名古屋高速４
号東海線の木場ＩＣまで約．㎞、
同ＩＣから新東名・新名神高速へ
とつながる東海ＪＣＴまで約６
㎞、さらに、名古屋港飛島ふ頭北
コンテナターミナルまで約㎞、
中部国際空港まで約㎞と陸海空
へのアクセスに優れています。鉄
道駅やバス停も徒歩圏にある交通
利便性の高さから、雇用確保にも
有利な立地といえます。
　地上４階建て、延べ約５万㎡の
建物は、最大４テナントへの分割
賃貸が可能なマルチテナント型施
設となります。基本スペックとし
て、外壁に金属断熱サンドイッチ
パネルを採用するほか、床荷重．
ｔ／㎡、有効高さ．ｍ以上（一
部除く）を確保しています。荷物

用エレベーター（積載荷重．ｔ）
は１～２階専用４基、３～４階専
用４基を実装しています。将来的
なテナントオペレーション対応と
して垂直搬送機２基（１－４階で
の利用可能）、ドックレベラーの
増設が可能な構造、庫内空調設備
設置用の配管ルート・室外機置場
の確保、事務所スペースの増床を
想定した対応等、さまざまな物流
ニーズに対応できる機能性や汎用
（はんよう）性を兼ね備えていま
す。
　環境対策の一つとしては、本施
設屋根に太陽光パネルを設けて発
電した電力を一部自家消費する計
画です。また、アメニティとして
従業員やドライバーが利用できる
休憩所を２カ所設け、働く方々の
就業環境の向上に寄与する仕様と
しております。
　物流施設に求められる基本スペ
ックを確保し、環境性能も高い施
設の運用を通じて、引き続き旺盛
な中部圏の物流需要に対応してま
いります。
　結びに、さまざまな要望に迅速
に対応いただき、設計・施工をご
担当いただいた株式会社塩浜工業
様および中電不動産株式会社様を
はじめ、工事にかかわられた皆さ
まに心より感謝申し上げます。

１階倉庫

３階トラックバース

　本プロジェクトの建物計画の特徴
としては、大型車の直接乗り入れが
可能なトラックバースを１階および
３階に設け、３階へはスロープを通
じてアクセスする形式とすること
で、大量の物流にもスムーズに対応
できる設計としています。
　アプローチおよびエントランスデ
ザインについては、本敷地が有する
地理的なコンテクストを反映させま
した。建物内の東西にあるコアに対
し、東側は「海」、西側は「港」と
いうテーマを設定し、それぞれの特
性を空間デザインに落とし込んでい
ます。特に、メインエントランスの
ある西面外壁には一部角波パネルを
意匠として採用し、コンテナを表現
しています。これにより、無機質に
なりがちな物流施設において地域の
風景を感じさせると同時に、利用者
が自身の位置を直感的に把握できる
ような計画としました。
　また、環境対策として、外壁には
断熱性能の高い金属サンドイッチパ
ネルを採用し、全館ＬＥＤ照明など
を導入するなど、省エネルギーと環
境負荷低減に配慮しています。その
結果、本計画はＣＡＳＢＥＥ建築
（新築）においてＡランクを取得し
ています。　
　株式会社塩浜工業
　技術本部　設計３部　益田洋

車路スロープ
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■工事名称：ロジスクエア名古屋みなと新築工事
■工事場所：愛知県名古屋市港区大江町３番、、
■発　注　者：株式会社シーアールイー
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上４階
■設　　計：株式会社塩浜工業東京本社一級建築士事務所
■施　　工：塩浜工業・中電不動産特定建設工事共同企業体
■工　　期：年月日～年月日

（外観、一部内観写真提供：株式会社塩浜工業）
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スタイリッシュな階段 １階ドライバー休憩室


